
浜恋路
「
百
人
一
首
を
現
代
に
蘇
ら
せ
た
い
」

そ
ん
な
学
生
の
熱
い
思
い
が
つ
い
に
商
品
化
。

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
は
二
〇
二
〇
年
に
創
立
一
五
〇
周
年
を

迎
え
ま
す
。

そ
の
記
念
す
べ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
弾
。

和
菓
子
と
百
人
一
首
。
フ
ェ
リ
ス
と
横
浜
。

「
和
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

「
洋
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
合
わ
せ
た
お
菓
子
に
な
り
ま
し
た
。

〈
読
み
取
ろ
う
。
逢
い
た
い
想
い
〉

―読み札―
―取り札―

はまこひたび
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浜恋路

あ
な
た
に
逢
い
た
い
人
は
い
ま
す
か
？

百
人
一
首
は
、
百
人
の
歌
人
の
和
歌
が
集
め
ら
れ
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
す
。
鎌
倉
時
代

初
期
に
藤
原
定
家
が
撰
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
百
の
和
歌
に
は
今
と
変
わ
ら
な
い
人

間
の
営
み
や
喜
び
、
悲
し
み
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
横
浜
元
町
・
香
炉
庵
「
浜
恋
路(

は

ま
こ
ひ
た
び)

」
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
和
歌
は
、
百
人
一
首
「
瀬
を
は
や
み
岩
に
せ
か
る

る
滝
川
の
わ
れ
て
も
末
に
逢
は
む
と
ぞ
思
ふ
」
（
77
番
・
崇
徳
院
）
と
「
あ
ら
ざ
ら
む
こ

の
世
の
ほ
か
の
思
ひ
出
に
今
ひ
と
た
び
の
逢
ふ
こ
と
も
が
な
」
（
56
番
・
和
泉
式
部
）
の

二
首
で
す
。
ど
ち
ら
も
「
逢
い
た
い
」
と
い
う
想
い
を
和
歌
に
託
し
た
恋
歌
で
す
。
人
は

人
と
の
縁
な
く
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
古
人
は
、
自
分
の
想
い
を
三
十

一
文
字
の
和
歌
に
託
し
て
、
愛
す
る
人
に
伝
え
て
い
た
の
で
す
。

鎌
倉
時
代
に
京
都
で
生
ま
れ
た
百
人
一
首
が
、
こ
の
た
び
横
浜
元
町
・
香
炉
庵
「
浜
恋

路(

は
ま
こ
ひ
た
び)

」
を
通
じ
て
、
現
代
の
横
浜
の
地
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
百
人

一
首
は
、
か
る
た
と
し
て
も
幅
広
い
世
代
か
ら
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
「
浜
恋
路

(

は
ま

こ
ひ
た
び)

」
で
は
、
珈
琲
味
（
崇
徳
院
）
を
か
る
た
の
取
り
札
に
、
金
柑
味
（
和
泉
式

部
）
を
読
み
札
に
見
立
て
ま
し
た
。
「
横
浜
」
「
恋
」
「
路(

た
び)

」
の
織
り
な
す
百
人
一

首
の
和
菓
子
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授

谷
知
子
）

―読み札―
―取り札―

はまこひたび
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